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第
71
回
　
全
道
商
工
会
議
所
大
会
　
開
催
さ
れ
る

　
第
71
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会

が
6
月
30
日
、
7
月
1
日
の
2
日

間
、
苫
小
牧
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。

30
日
に
は
、
千
歳
空
港
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
ゴ
ル
フ
大

会
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
に
お

い
て
産
業
視
察
会
が
開
催
。
そ
の

後
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
に
て

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
翌

1
日
に
は
、市
内
ホ
テ
ル
に
お
い

て
本
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
全
道
商
工
会
議
所
大
会
は
、
42

商
工
会
議
所
で
持
ち
回
り
開
催
さ

れ
て
お
り
、
苫
小
牧
で
の
開
催
は

2
0
1
3
年
以
来
10
年
ぶ
り
と
な

る
。
こ
の
大
会
は
会
場
の
受
入
能

力
な
ど
か
ら
人
数
を
制
限
し
、
正

副
会
頭
お
よ
び
役
員
ら
約
3
0
0

名
が
出
席
し
た
。

ゴ
ル
フ
大
会

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で

あ
っ
た
が
千
歳
空
港
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

51
名
の
参
加
者
は
次
々
に
カ
ー
ト

に
乗
り
、
コ
ー
ス
へ
繰
り
出
し

た
。ま
た
、表
彰
式
は
当
日
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

　
結
果
は
左
記
の
通
り
。

産
業
視
察
会

　
産
業
視
察
は
50
名
の
参
加
者
を

迎
え
開
催
さ
れ
た
。視
察
で
は
、苫

小
牧
港
管
理
組
合
に
お
い
て
、苫

小
牧
港
の
歴
史
や
概
要
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
北
海
道
で
は
、
第
4
工
場

内
で
行
わ
れ
る
C
V
T
の
製
造
を

視
察
し
た
。
ま
た
道
中
の
車
窓
か

ら
は
臨
港
部
や
苫
東
に
立
地
す
る

石
油
関
連
施
設
、
発
電
施
設
な
ど
、

東
部
地
域
に
集
積
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
工
場
を
車
窓
か
ら
見
学
し
た
。

懇
親
会

　
懇
親
会
会
場
の
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー

ス
パ
ー
ク
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
グ
リ
ル

に
は
約
3
0
0
名
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
料
理
に
舌

鼓
を
打
っ
た
。
来
賓
の
橋
本
聖
子

参
議
院
議
員
か
ら
は
、「
私
の
庭

と
呼
べ
る
場
所
に
よ
う
こ
そ
お
越

し
い
た
だ
い
た
」
と
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
札
幌
の

J
A
Z
Z
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

「H
ouse O

f JA
ZZ

」が
ジ
ャ
ズ

や
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
を
披
露
。

参
加
者
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

本
大
会

　
翌
日
に
は
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
王
子
へ
会
場
を
移
し
、
本

大
会
と
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

道
商
連
の
岩
田
圭
剛
会
頭
か
ら
は

「
ビ
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
経

済
は
動
き
出
し
た
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
原
材
料
等
の
価
格
高
騰
、

深
刻
な
人
手
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
中
小

企
業
が
活
力
を
取
り
戻
し
再
び
確

か
な
成
長
を
取
り
戻
す
た
め
に

も
、
需
要
喚
起
策
や
価
格
高
騰
緩

和
策
の
継
続
、
価
格
転
嫁
の
促

進
、
賃
金
引
き
上
げ
環
境
の
整
備

な
ど
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
が

必
要
不
可
欠
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
開
催
地
の
宮
本
会
頭

（
苫
小
牧
）
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
で

得
た
貴
重
な
経
験
を
将
来
に
生
か

し
、
希
望
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
大
会
で
は
、「
景
気
・
経
済
対

策
」や「
電
力
の
安
定
需
給
、G
X

の
推
進
に
つ
い
て
」
な
ど
14
件
の

議
案
と
1
件
の
特
別
提
案
が
議
決

さ
れ
た
。
決
議
事
項
を
ま
と
め
た

要
望
書
を
岩
田
道
商
連
会
頭
が
、

北
海
道
経
済
産
業
局
　
岩
永
局
長
、

北
海
道
開
発
局
　
小
林
開
発
監
理

部
次
長
、
胆
振
総
合
振
興
局
　
関

局
長
に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
た
。

第
３
８
９
回
常
議
員
会
　
開
催

苫
小
牧
商
工
会
議
所
第
１
８
４
回
通
常
議
員
総
会

２
０
２
２
年
度 

事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

【優勝 北海道知事杯】 
岩倉 圭彦  常議員（苫小牧商工会議所）

【準優勝 北海道商工会議所連合会会頭賞】 
鵜川 昌久  会頭（栗山商工会議所）

【第3位 苫小牧商工会議所会頭賞】 
山田 一正  専務理事（室蘭商工会議所）

【ベストグロス賞】 
篠原 光範  副会頭（室蘭商工会議所）

本大会で挨拶をする宮本会頭

本大会で挨拶をする道商連岩田会頭次回開催地PRする岩見沢商工会議所

優勝者の代理で表彰を受ける岩倉市長 挨拶をする橋本聖子参議院議員

大盛況の懇親会場
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ゴ
ル
フ
大
会

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で

あ
っ
た
が
千
歳
空
港
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

51
名
の
参
加
者
は
次
々
に
カ
ー
ト

に
乗
り
、
コ
ー
ス
へ
繰
り
出
し

た
。ま
た
、表
彰
式
は
当
日
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

　
結
果
は
左
記
の
通
り
。

産
業
視
察
会

　
産
業
視
察
は
50
名
の
参
加
者
を

迎
え
開
催
さ
れ
た
。視
察
で
は
、苫

小
牧
港
管
理
組
合
に
お
い
て
、苫

小
牧
港
の
歴
史
や
概
要
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
北
海
道
で
は
、
第
4
工
場

内
で
行
わ
れ
る
C
V
T
の
製
造
を

視
察
し
た
。
ま
た
道
中
の
車
窓
か

ら
は
臨
港
部
や
苫
東
に
立
地
す
る

「H
ouse O

f JA
ZZ

」が
ジ
ャ
ズ

や
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
を
披
露
。

参
加
者
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

本
大
会

　
翌
日
に
は
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
王
子
へ
会
場
を
移
し
、
本

大
会
と
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

道
商
連
の
岩
田
圭
剛
会
頭
か
ら
は

「
ビ
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
経

済
は
動
き
出
し
た
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
原
材
料
等
の
価
格
高
騰
、

深
刻
な
人
手
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
中
小

企
業
が
活
力
を
取
り
戻
し
再
び
確

か
な
成
長
を
取
り
戻
す
た
め
に

も
、
需
要
喚
起
策
や
価
格
高
騰
緩

和
策
の
継
続
、
価
格
転
嫁
の
促

進
、
賃
金
引
き
上
げ
環
境
の
整
備

な
ど
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
が

必
要
不
可
欠
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
開
催
地
の
宮
本
会
頭

（
苫
小
牧
）
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
で

得
た
貴
重
な
経
験
を
将
来
に
生
か

し
、
希
望
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
大
会
で
は
、「
景
気
・
経
済
対

策
」や「
電
力
の
安
定
需
給
、G
X

の
推
進
に
つ
い
て
」
な
ど
14
件
の

議
案
と
1
件
の
特
別
提
案
が
議
決

さ
れ
た
。
決
議
事
項
を
ま
と
め
た

要
望
書
を
岩
田
道
商
連
会
頭
が
、

北
海
道
経
済
産
業
局
　
岩
永
局
長
、

北
海
道
開
発
局
　
小
林
開
発
監
理

部
次
長
、
胆
振
総
合
振
興
局
　
関

局
長
に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
た
。

第
３
８
９
回
常
議
員
会
　
開
催

　
苫
小
牧
商
工
会
議
所
は
６
月
22

日
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王

子
で
第
３
８
９
回
常
議
員
会
を
開

催
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、議
員
職
務

執
行
者
の
変
更
、第
71
回
全
道
商

工
会
議
所
大
会
開
催
に
つ
い
て
、

部
会
長
の
変
更
に
つ
い
て
、
２
０

２
３
年
度
共
済
制
度
加
入
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
21
＠
ト
マ
ベ
イ
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
協
議
事
項
で
は
、
顧
問
・
参
与

の
変
更
委
嘱
に
つ
い
て
、
委
員
会

委
員
長
・
委
員
の
変
更
委
嘱
に
つ

い
て
、
第
１
８
４
回
通
常
議
員
総

会
提
出
議
案
で
あ
る
２
０
２
２
年

度
事
業
報
告
書
（
案
）・
収
支
決

算
書
（
案
）、
監
査
報
告
に
つ
い

て
、
常
議
員
の
選
任
に
つ
い
て
決

め
た
。

苫
小
牧
商
工
会
議
所
第
１
８
４
回
通
常
議
員
総
会

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

　
苫
小
牧
商
工
会
議
所
は
６
月
22

日
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王

子
に
て
第
３
８
９
回
常
議
員
会
に

続
き
第
１
８
４
回
通
常
議
員
総
会

を
開
催
し
た
。

　
冒
頭
、
宮
本
知
治
会
頭
が
あ
い

さ
つ
し
、
全
道
大
会
に
向
け
て
の

意
気
込
み
を
述
べ
た
︻
関
連
記
事

2
ペ
ー
ジ
︼。
続
け
て
、
株
式
市

場
の
動
向
や
、
物
価
上
昇
と
い
っ

た
経
済
情
勢
に
つ
い
て
触
れ
た
。

ま
た
、
市
内
の
若
手
経
営
者
の
積

極
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
と
て

も
頼
も
し
く
感
じ
る
と
話
し
、
今

後
ど
の
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
も

わ
が
ま
ち
苫
小
牧
を
支
え
続
け
て

い
け
る
よ
う
、
商
工
会
議
所
も
時

代
に
合
わ
せ
た
変
化
に
対
応
で
き

る
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　
議
事
で
は
、
議
員
職
務
執
行
者

の
変
更
や
顧
問
・
参
与
の
変
更
委

嘱
、
委
員
会
委
員
の
変
更
委
嘱
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
協
議
事
項
と
し
て
、
２
０
２

２
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支

決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
常
議
員

と
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
、
北
海
道
商
工
会

議
所
連
合
会
か
ら
の
永
年
勤
続
議

員
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
宮
本

会
頭
か
ら
賞
状
が
手
交
さ
れ
た
。

■
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

　
１
号
議
員
　
須
郷
敏
廣
氏（（
一
財
）
ハ
ス
カ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
常
務
理
事
）

1
号
議
員
　
石
澤
智
氏
（
丸
彦
渡
辺
建
設
㈱
苫
小
牧
支
店
理
事
支
店
長
）

1
号
議
員
　
瀧
澤
真
実
氏（
ハ
ー
バ
ー
㈱
代
表
取
締
役
）

■
部
会
長
の
変
更

　
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
部
会
長

渡
辺
秀
敏
氏（
㈱
と
ま
せ
い
代
表
取
締
役
）

■
委
員
会
委
員
長
の
変
更

　
会
員
活
動
委
員
会
委
員
長
　
山
田
新
一
氏（
北
光
印
刷
㈱
代
表
取
締
役
）

■
顧
問
・
参
与
の
変
更
委
嘱

　
参
与
　
中
島
貢
氏（
苫
小
牧
労
働
基
準
監
督
署
署
長
）

　
参
与
　
福
士
雄
大
氏（
北
央
信
用
組
合
苫
小
牧
支
店
支
店
長
）

■
委
員
会
委
員
の
変
更
委
嘱

　
総  

務  

委  

員
瀧
澤
真
実
氏（
ハ
ー
バ
ー
㈱
代
表
取
締
役
）

　
地
域
振
興
委
員
石
澤
智
氏
（
丸
彦
渡
辺
建
設
㈱
苫
小
牧
支
店
理
事
支
店
長
）

　
会
員
活
動
委
員
須
郷
敏
廣
氏（（
一
財
）
ハ
ス
カ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
常
務
理
事
）

常
議
員

須
郷
敏
廣
氏（（
一
財
）
ハ
ス
カ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
常
務
理
事
）

監
事

林
和
則
氏（
㈱
北
洋
銀
行
苫
小
牧
中
央
支
店
執
行
役
員
支
店
長
）

永
年
勤
続
議
員
表
彰
受
彰
者

　
①
30
年
表
彰
　
玉
川
健
仁
議
員（
タ
マ
ガ
ワ
塗
装
㈱
取
締
役
会
長
）

　
②
15
年
表
彰
　
成
田
幸
隆
常
議
員（
カ
ク
サ
ダ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

　
③
15
年
表
彰
　
藤
田
健
次
郎
常
議
員（
フ
ジ
タ
産
業
㈱
代
表
取
締
役
）

　
④
15
年
表
彰
　
伊
藤
光
雄
常
議
員（
北
海
産
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

　
⑤
15
年
表
彰
　
菅
野
嘉
一
議
員（
ス
ガ
ノ
オ
ー
ト
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）　

　
⑥
15
年
表
彰
　
中
村
英
二
議
員（
菱
中
海
陸
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）　

　
⑦
15
年
表
彰
　
山
田
新
一
議
員（
北
光
印
刷
㈱
代
表
取
締
役
）

　
⑧
10
年
表
彰
　
山
口
志
郎
常
議
員（（
一
社
）
苫
小
牧
建
設
協
会
副
会
長
）

3

●●●●●●

TOPICS



ク
」
と
「
貨
物
列
車
」
を
組
み
合
わ
せ
た
輸
送

方
法
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
（
緊
締
車
）
に
よ
っ
て

集
荷
元
か
ら
貨
物
駅
に
運
ば
れ
た
鉄
道
コ
ン
テ

ナ
は
、
貨
物
駅
で
貨
物
列
車
に
積
み
替
え
ら
れ
、

配
達
先
の
最
寄
り
貨
物
駅
ま
で
、
貨
物
列
車
で

運
ば
れ
ま
す
。
最
寄
り
駅
で
は
、
鉄
道
コ
ン
テ

ナ
が
貨
物
列
車
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
（
緊
締
車
）
に

積
み
替
え
ら
れ
、
配
達
先
に
運
ば
れ
ま
す
。
貨

物
駅
は
北
海
道
道
内
に
13
駅
、
全
国
で
約

1
4
0
駅
存
在
す
る
の
で
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸

上
輸
送
は
短
く
て
す
み
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
を
介
し
た
ト
ラ
ッ

ク
・
シ
ャ
ー
シ
輸
送
と
は
、
陸
上
輸
送
を
担
う

「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
・
シ
ャ
ー
シ
」

と
海
上
移
動
を
担
う
「
フ
ェ
リ
ー
や
R
O
R
O

船
」
を
組
み
合
わ
せ
た
輸
送
方
法
で
す
。
旅
客

船
で
あ
る
フ
ェ
リ
ー
と
貨
物
船
で
あ
る

R
O
R
O
船
は
、
統
計
上
は
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
輸
送
方
法
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
荷
物
を

集
荷
元
か
ら
港
湾
に
運
ん
だ
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や

ト
レ
ー
ラ
は
、
自
走
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
や

R
O
R
O
船
に
積
み
込
ま
れ
ま
す
。
本
州
の
港

湾
ま
で
航
走
さ
れ
た
後
、
下
船
し
て
、
配
達
先

に
向
か
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ラ
は
ト
ラ
ク
タ
と
い

う
運
転
席
部
分
と
シ
ャ
ー
シ
（
荷
台
）
部
分
を

切
り
離
す
こ
と
が
で
き
、
一
般
的
に
は
、
荷
台

部
分
の
み
を
フ
ェ
リ
ー
や
R
O
R
O
船
に
積
ん

で
本
州
に
届
け
、
シ
ャ
ー
シ
（
荷
台
）
を
本
州

側
の
ト
ラ
ク
タ
に
連
結
し
て
配
達
先
ま
で
運
び

ま
す
。
近
年
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
担
い
手
不
足
を

受
け
、
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
に
ト
ラ
ッ
ク

や
シ
ャ
ー
シ
の
み
を
預
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

帯
同
し
な
い
「
無
人
航
走
」
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

２
．北
海
道
の
モ
ノ
の
玄
関
口

「
苫
小
牧
港
」

　
前
章
で
は
北
海
道
各
地
と
全
国
各
地
を
結
ぶ

モ
ノ
の
運
び
方
を
示
し
ま
し
た
。
一
方
、
連
載

の
主
題
で
あ
る
「
苫
小
牧
港
」
は
、
北
海
道
に

出
入
り
す
る
貨
物
の
「
約
5
割
」
を
取
り
扱
う

内
国
貿
易
貨
物
量
第
1
位
の
港
湾
で
あ
り
、
本

州
側
の
主
要
港
湾
と
多
数
の
定
期
航
路
を
有
し
、

「
広
大
な
北
海
道
の
各
地
域
と
全
国
の
各
地
域

を
つ
な
げ
る
港
湾
」
で
す
。
3
回
の
連
載
を
通

じ
、
北
海
道
の
各
地
と
全
国
各
地
を
結
ぶ
輸
送

力
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
の
高
い
「
問
題
」
と

そ
れ
に
対
す
る
「
苫
小
牧
港
の
取
り
組
み
」
を

紹
介
い
た
し
ま
す
が
、
次
の
2
点
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
読
み
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

図
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
１
点
目
は
、
苫
小

牧
港
は
、
単
な
る
「
一
物
流
拠
点
」
で
は
な
く
、

北
海
道
内
の
各
地
域
と
全
国
各
地
を
結
ぶ
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
で
あ
る
こ
と
。

２
点
目
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠

点
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
川
上
・
川
下
の
産
業
・

経
済
が
脆
弱
化
、
も
し
く
は
、
港
湾
と
集
荷
元

や
配
達
先
と
の
間
の
輸
送
力
が
低
下
し
た
場
合
、

港
湾
の
も
つ
機
能
の
価
値
が
下
が
る
（
目
減
り

す
る
）
と
い
う
点
で
す
。

お
わ
り
に

8
月
号
で
は
、
北
海
道
・
道
外
間
輸
送
に
お

け
る
問
題
と
し
て
、（
1
）
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、

（
2
）
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
に
よ
る
輸
送
、

（
3
）
貨
物
鉄
道
輸
送
、
各
々
の
問
題
を
紹
介

し
、
9
月
号
で
は
、（
1
︶～︵
3
）
の
問
題
が

及
ぼ
す
影
響
を
「
ふ
た
つ
の
共
通
の
認
識
」
を

踏
ま
え
て
考
察
し
、
苫
小
牧
港
で
進
め
ら
れ
て

い
る
取
り
組
み
の
意
義
、
苫
小
牧
港
に
期
待
さ

れ
る
こ
と
を
お
示
し
し
ま
す
。

は
じ
め
に

3
カ
月
に
わ
た
る
連
載
の
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
北
海

道
物
流
に
お
け
る
課
題
と
影
響
を
紹
介
す
る
と

共
に
、
北
海
道
の
玄
関
口
で
あ
る
苫
小
牧
港
の

取
り
組
み
と
今
後
期
待
さ
れ
る
点
を
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
連
載
は
大
き
く
三
つ
の
パ
ー

ト
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
一
つ
目
の
パ
ー
ト

（
7
月
号
）
で
は
、
北
海
道
の
各
地
と
全
国
の

各
地
を
結
ぶ
モ
ノ
の
運
び
方
を
簡
単
に
説
明
し
、

苫
小
牧
港
の
役
割
と
苫
小
牧
港
を
中
心
に
物
流

を
考
え
る
際
の
「
ふ
た
つ
の
共
通
の
認
識
」
を

皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目

の
パ
ー
ト
（
8
月
号
）
で
は
、
北
海
道
・
道
外

間
輸
送
に
お
け
る
問
題
と
そ
の
影
響
を
整
理
し

ま
す
。
最
後
の
パ
ー
ト
（
9
月
号
）
で
は
、
そ

れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
「
苫
小
牧
港
で
進
め
ら

れ
て
い
る
取
り
組
み
の
意
義
」
を
苫
小
牧
管
理

組
合
さ
ま
か
ら
お
借
り
し
た
資
料
に
基
づ
き
整

理
し
た
上
で
、
今
後
、
苫
小
牧
港
に
期
待
さ
れ

る
こ
と
を
お
示
し
し
ま
す
。

１
．地
域
経
済
を
支
え
る
モ
ノ
の
移
動

［
1
］
地
域
間
の
交
易

　
こ
こ
で
は
、
地
域
経
済
は
他
地
域
と
の
交
易

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
て
、
そ
れ
に
は
モ
ノ
の

移
動
が
伴
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
物
流
が
交
易
を

支
え
て
い
う
こ
と
を
、
北
海
道
地
域
と
関
東
地

域
と
の
交
易
を
例
に
示
し
ま
す
。

図
1
の
上
段
の
グ
ラ
フ
は
、「
北
海
道
か
ら

関
東
地
域
へ
の
産
業
部
門
別
（
縦
軸
）
の
移
出

額
（
横
軸
）」、
下
段
が
「
関
東
地
域
か
ら
北
海

道
へ
の
産
業
部
門
別
の
移
出
額
」
を
示
し
て
い

ま
す
。
北
海
道
か
ら
関
東
へ
の
移
出
と
し
て
は
、

や
は
り
、
農
林
水
産
業
部
門
と
飲
食
料
品
部
門

が
目
立
ち
ま
す
。
北
海
道
産
の
農
水
産
品
を
関

東
の
皆
さ
ん
が
消
費
す
る
こ
と
で
、
北
海
道
の

農
林
水
産
業
、そ
し
て
関
東
の
流
通
業
・
食
品
関

連
産
業
な
ど
が
潤
い
ま
す
。少
し
見
方
を
変
え

ま
す
。実
は
、北
海
道
か
ら
関
東
に
供
給
さ
れ
る

農
水
産
品
の
約
8
割
が
中
間
財
す
な
わ
ち
原
材

料
の
形
で
移
出
さ
れ
ま
す
。
関
東
の
食
品
加
工

工
場
で
加
工
さ
れ
た
後
、最
終
消
費
財（
商
品
）

と
し
て
、全
国
各
地
、そ
し
て
北
海
道
に
む
け
て

出
荷
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
北
海
道
の
農
林

水
産
業
、
関
東
の
食
品
関
連
産
業
、
北
海
道
の

流
通
業
・
食
品
関
連
産
業
な
ど
が
潤
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
経
済
は
地
域
間
の
交
易
に

よ
っ
て
成
立
し
て
い
て
、
そ
の
交
易
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
支
え
て
い
る
の
は
「
モ
ノ
の
移

動
、
す
な
わ
ち
物
流
」
な
の
で
す
。

［
2
］
北
海
道
と
全
国
各
地
を
結
ぶ
モ
ノ
の

運
び
方

　
北
海
道
か
ら
全
国
各
地
に
、
全
国
各
地
か
ら

北
海
道
に
、
モ
ノ
を
運
ぶ
際
に
は
、
表
1
に
示

す
（
あ
）
貨
物
鉄
道
輸
送
、（
い
）
フ
ェ
リ
ー

（
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ャ
ー
シ
）
輸
送
、（
う
）

R
O
R
O
船
（
シ
ャ
ー
シ
）
輸
送
、（
え
）
コ

ン
テ
ナ
船
（
海
上
コ
ン
テ
ナ
）
輸
送
、（
お
）

バ
ル
ク
船
（
そ
の
他
の
貨
物
）
輸
送
、
そ
し
て

表
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
航
空
貨
物
輸
送
が
用
い

ら
れ
ま
す
。
北
海
道
か
ら
全
国
各
地
へ
は
北
海

道
の
主
要
産
品
で
あ
る
農
水
産
品
な
ど
が
、
全

国
各
地
か
ら
北
海
道
へ
は
道
外
か
ら
の
供
給
に

強
く
依
存
す
る
日
用
雑
貨
品
な
ど
が
運
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
ユ

ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
貨
物
（
個
々
の
貨
物
を
あ
る
単

位
（
コ
ン
テ
ナ
や
シ
ャ
ー
シ
（
荷
台
）
な
ど
）

に
ま
と
め
た
貨
物
）」
と
し
て
輸
送
さ
れ
て
い

ま
す
（
表
内
（
あ
）～（
え
））。
全
移
出
量
2
，

7
7
8
・
9
万
ト
ン
（
表
上
段
）
に
対
し
、
ユ

ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
貨
物
の
輸
送
量
は
1
，

2
7
6
・
3
万
ト
ン
（
表
下
段
）
で
、
全
体
の

45
・
9
%
を
占
め
ま
す
。
一
方
、
表
内
（
お
）

の
「
そ
の
他
の
貨
物
」
は
バ
ル
ク
船
で
大
量
輸

送
さ
れ
る
鉱
産
品
、
化
学
工
業
品
等
の
重
量
物

等
で
す
。
バ
ル
ク
船
は
石
油
タ
ン
カ
ー
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
表
の
下
段
を
見
て
く
だ
さ
い
。
各
輸
送
方

法
の
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
貨
物
内
で
の
シ
ェ
ア
は

「
貨
物
鉄
道
輸
送
（
表
内
（
あ
））」
が
18
・

4
%
、「
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
を
介
し
た

ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ャ
ー
シ
輸
送
（
表
内
（
い
）
と

（
う
）
の
計
）」
が
79
・
1
%
、「
海
上
コ
ン
テ

北海道物流の課題と
輸送力確保にむけた
苫小牧港の取り組み

連載 第1回

図1 交易により支えられる地域経済

北海商科大学・大学院・商学部
教授 相浦 宣徳
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ナ
輸
送
（
表
内
（
え
））」
が
2
・
5
%
で
す
。

移
入
に
関
し
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

［
3
］
主
な
輸
送
方
法

　
北
海
道
と
全
国
各
地
を
結
ぶ
モ
ノ
の
運
び
方

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
説
明
を
加
え
ま
す
。

［
2
］節
の
「
貨
物
鉄
道
輸
送
」
は
「
緊
締
車
と

い
う
鉄
道
コ
ン
テ
ナ
を
陸
上
輸
送
す
る
ト
ラ
ッ

ク
」
と
「
貨
物
列
車
」
を
組
み
合
わ
せ
た
輸
送

方
法
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
（
緊
締
車
）
に
よ
っ
て

集
荷
元
か
ら
貨
物
駅
に
運
ば
れ
た
鉄
道
コ
ン
テ

ナ
は
、
貨
物
駅
で
貨
物
列
車
に
積
み
替
え
ら
れ
、

配
達
先
の
最
寄
り
貨
物
駅
ま
で
、
貨
物
列
車
で

運
ば
れ
ま
す
。
最
寄
り
駅
で
は
、
鉄
道
コ
ン
テ

ナ
が
貨
物
列
車
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
（
緊
締
車
）
に

積
み
替
え
ら
れ
、
配
達
先
に
運
ば
れ
ま
す
。
貨

物
駅
は
北
海
道
道
内
に
13
駅
、
全
国
で
約

1
4
0
駅
存
在
す
る
の
で
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸

上
輸
送
は
短
く
て
す
み
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
を
介
し
た
ト
ラ
ッ

ク
・
シ
ャ
ー
シ
輸
送
と
は
、
陸
上
輸
送
を
担
う

「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
・
シ
ャ
ー
シ
」

と
海
上
移
動
を
担
う
「
フ
ェ
リ
ー
や
R
O
R
O

船
」
を
組
み
合
わ
せ
た
輸
送
方
法
で
す
。
旅
客

船
で
あ
る
フ
ェ
リ
ー
と
貨
物
船
で
あ
る

R
O
R
O
船
は
、
統
計
上
は
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
輸
送
方
法
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
荷
物
を

集
荷
元
か
ら
港
湾
に
運
ん
だ
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や

ト
レ
ー
ラ
は
、
自
走
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
や

R
O
R
O
船
に
積
み
込
ま
れ
ま
す
。
本
州
の
港

湾
ま
で
航
走
さ
れ
た
後
、
下
船
し
て
、
配
達
先

に
向
か
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ラ
は
ト
ラ
ク
タ
と
い

う
運
転
席
部
分
と
シ
ャ
ー
シ
（
荷
台
）
部
分
を

切
り
離
す
こ
と
が
で
き
、
一
般
的
に
は
、
荷
台

部
分
の
み
を
フ
ェ
リ
ー
や
R
O
R
O
船
に
積
ん

で
本
州
に
届
け
、
シ
ャ
ー
シ
（
荷
台
）
を
本
州

側
の
ト
ラ
ク
タ
に
連
結
し
て
配
達
先
ま
で
運
び

ま
す
。
近
年
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
担
い
手
不
足
を

受
け
、
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
に
ト
ラ
ッ
ク

や
シ
ャ
ー
シ
の
み
を
預
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

帯
同
し
な
い
「
無
人
航
走
」
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

２
．北
海
道
の
モ
ノ
の
玄
関
口

「
苫
小
牧
港
」

　
前
章
で
は
北
海
道
各
地
と
全
国
各
地
を
結
ぶ

モ
ノ
の
運
び
方
を
示
し
ま
し
た
。
一
方
、
連
載

の
主
題
で
あ
る
「
苫
小
牧
港
」
は
、
北
海
道
に

出
入
り
す
る
貨
物
の
「
約
5
割
」
を
取
り
扱
う

内
国
貿
易
貨
物
量
第
1
位
の
港
湾
で
あ
り
、
本

州
側
の
主
要
港
湾
と
多
数
の
定
期
航
路
を
有
し
、

「
広
大
な
北
海
道
の
各
地
域
と
全
国
の
各
地
域

を
つ
な
げ
る
港
湾
」
で
す
。
3
回
の
連
載
を
通

じ
、
北
海
道
の
各
地
と
全
国
各
地
を
結
ぶ
輸
送

力
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
の
高
い
「
問
題
」
と

そ
れ
に
対
す
る
「
苫
小
牧
港
の
取
り
組
み
」
を

紹
介
い
た
し
ま
す
が
、
次
の
2
点
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
読
み
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

図
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
１
点
目
は
、
苫
小

牧
港
は
、
単
な
る
「
一
物
流
拠
点
」
で
は
な
く
、

北
海
道
内
の
各
地
域
と
全
国
各
地
を
結
ぶ
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠
点
で
あ
る
こ
と
。

２
点
目
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
重
要
拠

点
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
川
上
・
川
下
の
産
業
・

経
済
が
脆
弱
化
、
も
し
く
は
、
港
湾
と
集
荷
元

や
配
達
先
と
の
間
の
輸
送
力
が
低
下
し
た
場
合
、

港
湾
の
も
つ
機
能
の
価
値
が
下
が
る
（
目
減
り

す
る
）
と
い
う
点
で
す
。

お
わ
り
に

8
月
号
で
は
、
北
海
道
・
道
外
間
輸
送
に
お

け
る
問
題
と
し
て
、（
1
）
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、

（
2
）
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
に
よ
る
輸
送
、

（
3
）
貨
物
鉄
道
輸
送
、
各
々
の
問
題
を
紹
介

し
、
9
月
号
で
は
、（
1
︶～︵
3
）
の
問
題
が

及
ぼ
す
影
響
を
「
ふ
た
つ
の
共
通
の
認
識
」
を

踏
ま
え
て
考
察
し
、
苫
小
牧
港
で
進
め
ら
れ
て

い
る
取
り
組
み
の
意
義
、
苫
小
牧
港
に
期
待
さ

れ
る
こ
と
を
お
示
し
し
ま
す
。

は
じ
め
に

3
カ
月
に
わ
た
る
連
載
の
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
北
海

道
物
流
に
お
け
る
課
題
と
影
響
を
紹
介
す
る
と

共
に
、
北
海
道
の
玄
関
口
で
あ
る
苫
小
牧
港
の

取
り
組
み
と
今
後
期
待
さ
れ
る
点
を
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
連
載
は
大
き
く
三
つ
の
パ
ー

ト
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
一
つ
目
の
パ
ー
ト

（
7
月
号
）
で
は
、
北
海
道
の
各
地
と
全
国
の

各
地
を
結
ぶ
モ
ノ
の
運
び
方
を
簡
単
に
説
明
し
、

苫
小
牧
港
の
役
割
と
苫
小
牧
港
を
中
心
に
物
流

を
考
え
る
際
の
「
ふ
た
つ
の
共
通
の
認
識
」
を

皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目

の
パ
ー
ト
（
8
月
号
）
で
は
、
北
海
道
・
道
外

間
輸
送
に
お
け
る
問
題
と
そ
の
影
響
を
整
理
し

ま
す
。
最
後
の
パ
ー
ト
（
9
月
号
）
で
は
、
そ

れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
「
苫
小
牧
港
で
進
め
ら

れ
て
い
る
取
り
組
み
の
意
義
」
を
苫
小
牧
管
理

組
合
さ
ま
か
ら
お
借
り
し
た
資
料
に
基
づ
き
整

理
し
た
上
で
、
今
後
、
苫
小
牧
港
に
期
待
さ
れ

る
こ
と
を
お
示
し
し
ま
す
。

１
．地
域
経
済
を
支
え
る
モ
ノ
の
移
動

［
1
］
地
域
間
の
交
易

　
こ
こ
で
は
、
地
域
経
済
は
他
地
域
と
の
交
易

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
て
、
そ
れ
に
は
モ
ノ
の

移
動
が
伴
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
物
流
が
交
易
を

支
え
て
い
う
こ
と
を
、
北
海
道
地
域
と
関
東
地

域
と
の
交
易
を
例
に
示
し
ま
す
。

図
1
の
上
段
の
グ
ラ
フ
は
、「
北
海
道
か
ら

関
東
地
域
へ
の
産
業
部
門
別
（
縦
軸
）
の
移
出

額
（
横
軸
）」、
下
段
が
「
関
東
地
域
か
ら
北
海

道
へ
の
産
業
部
門
別
の
移
出
額
」
を
示
し
て
い

ま
す
。
北
海
道
か
ら
関
東
へ
の
移
出
と
し
て
は
、

や
は
り
、
農
林
水
産
業
部
門
と
飲
食
料
品
部
門

が
目
立
ち
ま
す
。
北
海
道
産
の
農
水
産
品
を
関

東
の
皆
さ
ん
が
消
費
す
る
こ
と
で
、
北
海
道
の

農
林
水
産
業
、そ
し
て
関
東
の
流
通
業
・
食
品
関

連
産
業
な
ど
が
潤
い
ま
す
。少
し
見
方
を
変
え

ま
す
。実
は
、北
海
道
か
ら
関
東
に
供
給
さ
れ
る

農
水
産
品
の
約
8
割
が
中
間
財
す
な
わ
ち
原
材

料
の
形
で
移
出
さ
れ
ま
す
。
関
東
の
食
品
加
工

工
場
で
加
工
さ
れ
た
後
、最
終
消
費
財（
商
品
）

と
し
て
、全
国
各
地
、そ
し
て
北
海
道
に
む
け
て

出
荷
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
北
海
道
の
農
林

水
産
業
、
関
東
の
食
品
関
連
産
業
、
北
海
道
の

流
通
業
・
食
品
関
連
産
業
な
ど
が
潤
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
経
済
は
地
域
間
の
交
易
に

よ
っ
て
成
立
し
て
い
て
、
そ
の
交
易
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
支
え
て
い
る
の
は
「
モ
ノ
の
移

動
、
す
な
わ
ち
物
流
」
な
の
で
す
。

［
2
］
北
海
道
と
全
国
各
地
を
結
ぶ
モ
ノ
の

運
び
方

　
北
海
道
か
ら
全
国
各
地
に
、
全
国
各
地
か
ら

北
海
道
に
、
モ
ノ
を
運
ぶ
際
に
は
、
表
1
に
示

す
（
あ
）
貨
物
鉄
道
輸
送
、（
い
）
フ
ェ
リ
ー

（
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ャ
ー
シ
）
輸
送
、（
う
）

R
O
R
O
船
（
シ
ャ
ー
シ
）
輸
送
、（
え
）
コ

ン
テ
ナ
船
（
海
上
コ
ン
テ
ナ
）
輸
送
、（
お
）

バ
ル
ク
船
（
そ
の
他
の
貨
物
）
輸
送
、
そ
し
て

表
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
航
空
貨
物
輸
送
が
用
い

ら
れ
ま
す
。
北
海
道
か
ら
全
国
各
地
へ
は
北
海

道
の
主
要
産
品
で
あ
る
農
水
産
品
な
ど
が
、
全

国
各
地
か
ら
北
海
道
へ
は
道
外
か
ら
の
供
給
に

強
く
依
存
す
る
日
用
雑
貨
品
な
ど
が
運
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
ユ

ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
貨
物
（
個
々
の
貨
物
を
あ
る
単

位
（
コ
ン
テ
ナ
や
シ
ャ
ー
シ
（
荷
台
）
な
ど
）

に
ま
と
め
た
貨
物
）」
と
し
て
輸
送
さ
れ
て
い

ま
す
（
表
内
（
あ
）～（
え
））。
全
移
出
量
2
，

7
7
8
・
9
万
ト
ン
（
表
上
段
）
に
対
し
、
ユ

ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
貨
物
の
輸
送
量
は
1
，

2
7
6
・
3
万
ト
ン
（
表
下
段
）
で
、
全
体
の

45
・
9
%
を
占
め
ま
す
。
一
方
、
表
内
（
お
）

の
「
そ
の
他
の
貨
物
」
は
バ
ル
ク
船
で
大
量
輸

送
さ
れ
る
鉱
産
品
、
化
学
工
業
品
等
の
重
量
物

等
で
す
。
バ
ル
ク
船
は
石
油
タ
ン
カ
ー
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
表
の
下
段
を
見
て
く
だ
さ
い
。
各
輸
送
方

法
の
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
貨
物
内
で
の
シ
ェ
ア
は

「
貨
物
鉄
道
輸
送
（
表
内
（
あ
））」
が
18
・

4
%
、「
フ
ェ
リ
ー
・
R
O
R
O
船
を
介
し
た

ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ャ
ー
シ
輸
送
（
表
内
（
い
）
と

（
う
）
の
計
）」
が
79
・
1
%
、「
海
上
コ
ン
テ

1969年生まれ。新潟県出身。
2000年北海道大学大学院修了・博士（工学）
を取得後、京都大学工学部・助手などを経て、
2011年より現職北海商科大学・大学院・商学
部・教授に着任
専門は、地域物流・ロジスティクス

図2 北海道内の各地域と全国各地を結ぶ
「サプライチェーン上の重要拠点」
図2 北海道内の各地域と全国各地を結ぶ

「サプライチェーン上の重要拠点」

（21年連続、令和3年実績）

北海商科大学・大学院・商学部
教授 相浦 宣徳
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事業所名 代表者名 住所 事業内容

（有）中野興業 中野 謙次 北星町 とび・土工

豊通保険パートナーズ（株）
北海道営業グループ 伊藤 洋之 表町 損害保険・生命保険の販売

神保行政書士事務所 神保 康弘 大町 官公庁向けの許認可関連の書類作成と提出、相談等
遺言書や相続に関する相談業務等

行政書士　平沼秀之事務所 平沼 秀之 北星町 補助金申請支援、ビザ取得支援、許認可

　
苫
小
牧
商
工
会
議
所
で
は
、
6

月
・
11
月
・
2
月
の
年
3
回
、
日

商
簿
記
検
定
試
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
多
く
の
企
業
が
社
員
に

対
し
て
簿
記
検
定
の
資
格
取
得
を

推
奨
し
て
お
り
、
年
間
50
万
人
以

上
が
受
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
0
2
1
年
度
か
ら
3
年
連
続
で

企
業
が
求
め
る
資
格
第
1
位

（
※
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
参
考：

日
本
の
資
格
・
検
定
「
就
職
に
役
立

つ
資
格
・
検
定
ラ
ン
キ
ン
グ
」

　
今
回
は
、
簿
記
の
特
徴
や
従
業

員
に
取
得
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

□
す
べ
て
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に

　
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
の
経
理
事
務
に
必
要
な
会
計

知
識
だ
け
で
な
く
、
財
務
諸
表
を

読
む
力
、
基
礎
的
な
経
営
管
理
や

分
析
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。
ま
た
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
る
コ
ス
ト

感
覚
も
身
に
つ
く
た
め
、
コ
ス
ト

を
意
識
し
た
仕
事
が
で
き
る
と
と

も
に
、
取
引
先
の
経
営
状
況
を
把

握
で
き
る
な
ど
、
全
て
の
社
会
人

に
役
立
ち
ま
す
。

□
業
務
を
社
員
に
任
せ
ら
れ
、

業
務
の
幅
が
広
が
り
ま
す

　
日
商
簿
記
は
会
計
だ
け
で
な
く
、

資
金
管
理
、
給
与
計
算
、
税
務
処

理
、
社
会
保
険
、
契
約
実
務
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と
も
連

動
し
た
資
格
で
あ
り
、
資
格
を

持
っ
た
社
員
に
こ
れ
ら
の
業
務
を

分
担
し
、
経
営
者
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

□
複
式
簿
記
で
節
税
が
可
能
に

　
青
色
申
告
者
が
日
商
簿
記
で
学

ぶ
「
複
式
簿
記
」
で
記
帳
す
る
と
、

青
色
申
告
の
特
典
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□
経
営
状
況
を
理
解
し
、
円
滑

な
借
入
に
つ
な
げ
る

　
借
入
な
ど
資
金
調
達
に
お
い
て

も
日
商
簿
記
の
知
識
は
重
要
で
す
。

無
担
保
・
無
保
証
人
・
優
遇
金
利

で
借
入
で
き
る
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
「
中
小
企
業
経
営
力
強
化
資

金
」
は
、
日
商
簿
記
が
準
拠
す
る

「
中
小
企
業
会
計
要
領
」、「
中
小

企
業
会
計
指
針
」
で
の
会
計
処
理

が
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
間
金
融
機
関
で
の
借
入
に
お
い

て
も
信
用
力
が
強
化
さ
れ
、
円
滑

な
資
金
調
達
に
つ
な
が
り
ま
す
。

□
税
務
調
査
や
事
業
の
引
継
ぎ

に
も
し
っ
か
り
対
応

　
経
理
担
当
者
が
日
商
簿
記
の
資

格
を
持
ち
、
適
切
な
方
法
で
明
瞭

な
会
計
帳
簿
を
作
成
し
て
申
告
・

納
税
し
て
い
れ
ば
、
税
務
署
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
、
事
業
承
継
の
際
に
は
、
ス

ム
ー
ズ
な
事
業
引
継
ぎ
に
も
結
び

つ
き
ま
す
。

□
投
資
や
資
産
運
用
を
行
う
際

に
も
必
須
ス
キ
ル

3
級
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
だ

け
で
会
社
の
決
算
書
を
か
な
り
読

め
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
投
資
や

資
産
運
用
を
行
う
人
に
も
必
要
な

知
識
に
な
り
ま
す
。

企業規模、業種、業態を問わずに
役立つ資格

日商簿記検定試験

日商簿記の体系・受験料（税込）
級 受験料 試験日（2023年度） 内　容

１級 7,850 円 6/11、11/19 極めて高度な商業簿記・会計学・工業簿記・原価計算を習得し、企業会計に関する法
規を踏まえて、経営管理や経営分析を行うことができるレベル。

２級 4,720 円
6/11、11/19、

2/25

高度な商業簿記・工業簿記（原価計算を含む）を習得し、財務諸表の数字から経営内
容を把握できるなど、企業活動や会計実務を踏まえ、適切な処理や分析を行うことが
できるレベル。

３級 2,850 円
6/11、11/19、

2/25
基本的な商業簿記を習得し、小規模企業における企業活動や会計実務を踏まえ、経理
関連書類の適切な処理を行うことができるレベル。

2級と3級の試験は、団体受験として
会社ごとに受験することができます。
詳細はこちら▼
https://www.kentei.ne.jp/34495

個人もテストセンターで随時受験
（ネット試験方式）することが可能です。
詳細はこちら▼
https://www.kentei.ne.jp/33013

受験に向けた講座の開催
苫小牧商工会議所では、11月の3級簿記検定試
験に向けて対策講座を実施します。

日　時： 9月13日～11月17日（全25回）
 毎週月・水・金曜日  18：00～20：00
会　場：苫小牧経済センタービル6階大ホール
受講料：20,000円（教材費込） 
※詳細は、同封の案内チラシをご確認ください。

□□□

□ □ □

会社や個人のスケジュールに合わせて受験することができます！
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新入会員のご紹介 2023年6月入会の事業所を紹介します。（敬称略、会員番号順）

事業所名 代表者名 住所 事業内容

（有）中野興業 中野 謙次 北星町 とび・土工

豊通保険パートナーズ（株）
北海道営業グループ 伊藤 洋之 表町 損害保険・生命保険の販売

神保行政書士事務所 神保 康弘 大町 官公庁向けの許認可関連の書類作成と提出、相談等
遺言書や相続に関する相談業務等

行政書士　平沼秀之事務所 平沼 秀之 北星町 補助金申請支援、ビザ取得支援、許認可

苫小牧商工会議所からのお知らせ ▼ ▼ ▼  8月16日（水）はお盆休みのため、業務を休ませていただきます。

　苫小牧市では、こどもたちが就労体験や消費体験を通じて働くことの喜びや苦労
を体験してもらい社会の仕組みを学ぶ目的として、小学３・４年生向け職業体験イベン
ト「とまこまいキッズタウン」事業を実施しております。
　こどもの自主性を重んじる職業体験事業は、道内では札幌をはじめ旭川・釧路・帯
広などでも実施されており、こどもや保護者からの期待が高い事業となっております。
　質の高い体験プログラムを提供していくために、以下事業概要をご確認のうえさま
ざまな業種で活躍されている皆さまにご出展していただけますと幸いです。

　
苫
小
牧
商
工
会
議
所
で
は
、
6

月
・
11
月
・
2
月
の
年
3
回
、
日

商
簿
記
検
定
試
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
多
く
の
企
業
が
社
員
に

対
し
て
簿
記
検
定
の
資
格
取
得
を

推
奨
し
て
お
り
、
年
間
50
万
人
以

上
が
受
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
0
2
1
年
度
か
ら
3
年
連
続
で

企
業
が
求
め
る
資
格
第
1
位

（
※
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
参
考：

日
本
の
資
格
・
検
定
「
就
職
に
役
立

つ
資
格
・
検
定
ラ
ン
キ
ン
グ
」

　
今
回
は
、
簿
記
の
特
徴
や
従
業

員
に
取
得
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

□
す
べ
て
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に

　
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
の
経
理
事
務
に
必
要
な
会
計

知
識
だ
け
で
な
く
、
財
務
諸
表
を

読
む
力
、
基
礎
的
な
経
営
管
理
や

分
析
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。
ま
た
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
る
コ
ス
ト

感
覚
も
身
に
つ
く
た
め
、
コ
ス
ト

を
意
識
し
た
仕
事
が
で
き
る
と
と

も
に
、
取
引
先
の
経
営
状
況
を
把

握
で
き
る
な
ど
、
全
て
の
社
会
人

に
役
立
ち
ま
す
。

□
業
務
を
社
員
に
任
せ
ら
れ
、

業
務
の
幅
が
広
が
り
ま
す

　
日
商
簿
記
は
会
計
だ
け
で
な
く
、

資
金
管
理
、
給
与
計
算
、
税
務
処

理
、
社
会
保
険
、
契
約
実
務
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と
も
連

動
し
た
資
格
で
あ
り
、
資
格
を

持
っ
た
社
員
に
こ
れ
ら
の
業
務
を

分
担
し
、
経
営
者
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

□
複
式
簿
記
で
節
税
が
可
能
に

　
青
色
申
告
者
が
日
商
簿
記
で
学

ぶ
「
複
式
簿
記
」
で
記
帳
す
る
と
、

青
色
申
告
の
特
典
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□
経
営
状
況
を
理
解
し
、
円
滑

な
借
入
に
つ
な
げ
る

　
借
入
な
ど
資
金
調
達
に
お
い
て

も
日
商
簿
記
の
知
識
は
重
要
で
す
。

無
担
保
・
無
保
証
人
・
優
遇
金
利

で
借
入
で
き
る
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
「
中
小
企
業
経
営
力
強
化
資

金
」
は
、
日
商
簿
記
が
準
拠
す
る

「
中
小
企
業
会
計
要
領
」、「
中
小

企
業
会
計
指
針
」
で
の
会
計
処
理

が
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
間
金
融
機
関
で
の
借
入
に
お
い

て
も
信
用
力
が
強
化
さ
れ
、
円
滑

な
資
金
調
達
に
つ
な
が
り
ま
す
。

□
税
務
調
査
や
事
業
の
引
継
ぎ

に
も
し
っ
か
り
対
応

　
経
理
担
当
者
が
日
商
簿
記
の
資

格
を
持
ち
、
適
切
な
方
法
で
明
瞭

な
会
計
帳
簿
を
作
成
し
て
申
告
・

納
税
し
て
い
れ
ば
、
税
務
署
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
、
事
業
承
継
の
際
に
は
、
ス

ム
ー
ズ
な
事
業
引
継
ぎ
に
も
結
び

つ
き
ま
す
。

□
投
資
や
資
産
運
用
を
行
う
際

に
も
必
須
ス
キ
ル

3
級
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
だ

け
で
会
社
の
決
算
書
を
か
な
り
読

め
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
投
資
や

資
産
運
用
を
行
う
人
に
も
必
要
な

知
識
に
な
り
ま
す
。

日本政策金融公庫中小企業事業部 希望する方はお電話でお問い合わせください。

中小企業団体中央会 毎週水曜日 10：00‒12：00

北海道信用保証協会経営相談 第1・第2木曜日 10：00‒16：00

日本政策投資銀行 希望する方はお電話でお問い合わせください。

事業経営に必要な専門的アドバイスは、
商工会議所・中小企業相談所の専門相談員にご相談ください。
事前予約が必要な場合がございますのでまずはご連絡ください。専門相談室 2023年8月の予定ご利用

ください

経営相談

岩佐秀明氏
中小企業
診断士

【9月を予定】

登記相談

上瀬戸拓也氏司法書士

【随時】

法律相談

岡田秀樹氏弁護士

【8／9（水）13：00-15：00】

許認可申請相談

山口美津男氏行政書士

【随時（月・水・金）】

発明・特許相談

内藤拓郎氏弁理士

【9月を予定】

税務相談

別段　清氏税理士

【常駐　10：00-16：00】

労務相談

定蛇　萌氏
社会保険
労務士

【8／23（水）13：00-15：00】

各種相談を
希望される方

苫小牧商工会議所に
TEL（予約手続き）

当日予約時間に
お越しください

予約・お問い合わせ

苫小牧商工会議所・地域振興課

TEL : 33-5454
※事業承継相談は地域振興課まで

とまこまいキッズタウン2023出展協力企業を募集中！

日　　程 令和5年10月8日（日）10：00～16：00（予定、前日会場設営があります）
主　　催 苫小牧市
後　　援 苫小牧商工会議所、苫小牧青年会議所、
 学校法人京都育英館　北洋大学、苫小牧市教育委員会
事業内容 市内の小学3、4年生600人が仮想のまちである
 「とまこまいキッズタウン」内にて就労体験、消費体験を行う。
会　　場 学校法人京都育英館　北洋大学（苫小牧市錦西町3丁目2番1号）
募集締切 令和5年7月31日（月）まで
 まずは電話連絡をいただければ、青少年課で説明に伺います。

事業概要

苫小牧市健康こども部青少年課
TEL ：32-6759（直通）
FAX ：32-1233

お問い合わせ先

7

●●●●●●

お知らせ



発行所 苫小牧市表町1丁目1番13号
Tel 33-5454  Fax 32-6058

発行人・編集人
ホームページ
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末松　仁
https://tomakomaicci.jp
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▶ 

店舗情報会員
さん こんにちは

半年でこんな素敵な身体に！代表の小玉さん プロ仕様のマシンもずらり コンテストで何度も入賞

RiSE GYM

　
今
回
ご
紹
介
す
る
会
員
さ
ん
は
、

2
0
2
1
年
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ
ム
を

オ
ー
プ
ン
し
た
「
Ｒ
ｉ
Ｓ
Ｅ
　
Ｇ
Ｙ

Ｍ
」（
ラ
イ
ズ
ジ
ム
）。
代
表
の
小
玉
諒

太
さ
ん
に
、
ジ
ム
の
特
徴
や
今
後
の
目

標
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

3
連
覇
か
ら
の
ジ
ム
開
業

　
昔
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と

が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
小
玉
さ
ん
。
趣

味
と
し
て
長
年
ジ
ム
に
通
い
、
自
己
流

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
肉
体
を
鍛
え
上
げ
、

ベ
ス
ト
ボ
デ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
札
幌
大
会
で

3
年
連
続
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す
る
な

ど
の
経
歴
を
も
つ
。
同
じ
ジ
ム
に
通
う

人
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
を
教
え
て
ほ

し
い
と
依
頼
さ
れ
、
仲
間
内
で
の
指
導

を
き
っ
か
け
に
、
人
に
教
え
る
楽
し
さ

や
や
り
が
い
を
感
じ
、
多
く
の
人
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
自
身
の
ジ
ム
を
開
く
こ
と

を
決
意
。
そ
こ
か
ら
よ
り
専
門
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
と
体
作
り
に
欠
か
せ

な
い
栄
養
学
を
学
び
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と

し
て
の
知
識
を
深
め
て
、
2
0
2
1
年

9
月
に
開
業
し
た
。

　
店
内
は
白
を
基
調
に
明
る
く
清
潔
感

の
あ
る
空
間
で
、﹁
男
性
で
も
、
女
性

で
も
通
い
や
す
い
ジ
ム
﹂
と
い
う
小
玉

さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
現
れ
て
い
る
。
備

え
ら
れ
て
い
る
器
具
は
、
ダ
ン
ベ
ル
や
、

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
ヒ
ッ
プ
マ
シ
ン
な

ど
女
性
や
運
動
初
心
者
で
も
使
い
や
す

い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
は
じ
め
、

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
を
目
指
す
方
が
使
用

す
る
よ
う
な
プ
ロ
仕
様
の
大
き
な
マ
シ

ン
ま
で
幅
広
く
備
え
ら
れ
て
い
る
。

　
開
店
当
時
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ
ム
に

な
じ
み
が
な
い
方
が
多
く
、
お
客
さ
ん

が
来
る
か
不
安
だ
っ
た
と
い
う
が
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ム
に
興
味
を
持
つ
方
々

が
多
く
、
会
員
数
は
順
調
に
増
加
し
て

い
る
。

初
心
者
か
ら
プ
ロ
ま
で
　

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
1
回
60
分
コ
ー
ス

で
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
す
る
。
入

会
金
は
２
２
，0
0
0
円
で
、
お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
月
額
プ
ラ
ン
は

8
，0
0
0
円
か
ら︵
月
に
1
回
コ
ー
ス
︶。

働
い
て
い
て
忙
し
い
方
、
運
動
経
験
が

少
な
い
方
、
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
を
目
指

し
て
い
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ

ル
に
対
応
す
る
。
通
う
ペ
ー
ス
も
自
分

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
決
め
る
こ
と
で
き
、
ゴ
ー
ル
を
相
談

し
な
が
ら
個
々
に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

組
ん
で
く
れ
る
。
指
導
を
受
け
る
時
は

普
段
着
で
も
O
K
で
気
軽
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
運
動
経
験
が
少

な
い
初
心
者
に
は
﹁
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

嫌
い
に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
﹂
と
い
う

小
玉
さ
ん
の
思
い
か
ら
、
ま
ず
は
基
本

的
な
姿
勢
の
改
善
を
行
う
な
ど
、
軽
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
始
め
て
い
る
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
つ
ら
く
な
っ
た
と
き
に

は
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
り
、
一
緒

に
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
が
心
強
い
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
を
目
指
し
て

い
る
方
に
は
、
小
玉
さ
ん
の
経
験
を
生

か
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
と
指
導
を
行
い
、

共
に
追
い
込
む
よ
う
な
強
度
の
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
、
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
合
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
く
れ
る
。会
員
の
年
齢
層
は
高
校
生

か
ら
シ
ニ
ア
層
ま
で
と
幅
広
く
、

L
I
N
E
な
ど
で
毎
日
の
食
事
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
行
っ
て
く
れ
る
コ
ー
ス
も
あ

り
、
併
用
し
て
利
用
し
て
い
る
人
も
多

い
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
継
続
的
に
自

宅
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
人

が
多
く
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
好
き
に
な
っ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
小
玉
さ
ん
の
励

み
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
通
い
始
め

て
体
形
が
変
化
し
て
い
く
会
員
さ
ん
や
、

自
信
が
つ
い
て
笑
顔
が
増
え
て
い
く
様

子
を
見
て
い
る
と
ジ
ム
を
開
い
て
よ

か
っ
た
と
実
感
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
よ

り
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
案
し
、

会
員
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
も
っ
と
勉
強
を
重

ね
て
い
く
。

　「みなさんの健康、体づくりをサポートしていき
たい」と奮起する小玉さんは、自らも日々トレーニ
ングを重ねていて、コンテストでの優勝を目指すな
ど、お手本となるような体形づくりに励んでいます。
パーソナルジムは初心者にとってハードルが高く、
挑戦するのは難しいと思っていましたが、小玉さん
の人柄や個人のペースに合わせたトレーニング方法
など安心して通えるジムだと感じました。今の体形
にお悩みの方、体を鍛えたいと思っている方は、ま
ずは体験コースから試してみてはいかがでしょうか。

取材を通して感じたこと

住所：〒053-0043  苫小牧市日の出町2－13－16
代表：小玉 諒太
電話：080-9069-0055
営業時間：8：30～23：00
インスタグラム：https://instagram.com/risegym_tomakomai?igshid=MzRlODBiNWFlZA==

RiSE GYM（ライズジム）
理想の体に近づけるために手厚くサポートします！

アクセスマップ

RiSE GYMRiSE GYM

ホンダカーズ
南北海道

ホンダカーズ
南北海道

花もみじ花もみじ

緑小学校緑小学校

㈱大津山商店㈱大津山商店

中野跨線橋中野跨線橋

国道36号線国道36号線


